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平成２８年第２回市議会定例会に当たり、４月１６日午前１時２５

分 に 発 生 し た 本 市 観 測 史 上 最 大 の 震 度 ６ 弱 の 地 震 の 対 応 等 に つ い て

御報告いたします。  

４月１６日午前１時２５分の発災後、１時５０分に別府市災害対策

本部を設置し、陸上自衛隊別府駐屯地第４１普通科連隊はじめ大分県

別府警察署の支援を得て、自主防災会、消防団、社会福祉協議会など

の関係団体と連携し、計２９回の本部会議を通して情報の共有を図り、

被害の拡大を最小限にとどめることができました。  

発災後、直ちに市内各所に避難所を開設し、延べ４２箇所の避難所

に、最も多い時で５，６９１人が自主避難されました。さらに、車中

泊による避難者対応のため、５月８日まで公園駐車場を終日開放しま

した。  

５ 月 ８ 日 午 後 ５ 時 に 最 後 の 避 難 所 で あ り ま し た 別 府 市 公 会 堂 を 閉

鎖しました。この間、延べ１ ２ ， １ ６ ７人が自主避難されました。  

次に、復旧・復興について御報告いたします。  

被害の状況に応じて、インフラ等緊急に復旧する必要があるものに

ついては、発災直後から速やかな財政措置を講じるよう指示し、５月

１３日に災害応急復旧費に係る補正予算の第１次専決処分を行い、緊

急対策を実施しました。  

４月１８日から本庁舎１階レセプションホールにおきまして、り災

証明の申請、公営住宅の申込み、廃棄物処理に関する相談等窓口を設

けて対応する一方で、り災証明の迅速な発行に着手いたしました。  

また、大型連休を前に宿泊予約のキャンセルが相次ぎ、さらに飲食

業等においても客足が減少するなど、観光関連産業等に与える影響に

かんがみ、一刻も早い宿泊客の回復に向け、緊急誘客事業である「 GO 

Beppu 事業」及び「元気な別府発信事業」の補正予算とともに、飲食

業等に対する消費を喚起するため、「元気な別府創生  べっぷで飲ん

で食うぽん券発行事業」の補正予算を今回の地震に係る緊急観光経済

対策として、５月２０日に第２次専決処分を行いました。  

６月４日には、安倍総理を別府市にお迎えし、鉄輪温泉及び別府駅

前を歩いて状況視察していただき、トキハ別府店前におきまして、観

光商工関係者と共に意見交換をする機会をいただきました。別府市は、

今回の震災を契機として、観光経済の振興に向けて強く結束している

ことをお伝えし、今後も政府の息の長い対応をお願いいたしました。 
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観 光 関 連 産 業 に 対 す る 影 響 を い か に 最 小 限 に 抑 え る か と い う 点 で

は、交通情報や宿泊情報はもちろんのこと、被害状況や二次災害の危

険性に関しても、正確な情報を迅速に発信することが有効であると考

えております。  

本市におきましては、幸い人的被害やインフラの寸断などの甚大な

被害はなかったものの、家屋の損壊等により居住が困難になった方や、

高齢者、障がい者及び外国人等に対する避難支援など、災害時におけ

る新たな課題も明らかになりました。  

引き続き関係機関との連絡を密にして、多言語での情報発信を的確

かつ迅速に発信することにより、市民や観光客の不安や心配を払拭す

るとともに、今回の災害対応を振り返り、市民の皆様の安全安心な生

活を守るため、反省点をいかした、より強靭で強固な防災体制を確立

し、更に災害に強いまちづくり、防災・減災対策に努めてまいります。  

続いて、市政諸般の御報告を申し上げ、併せて今回提出をいたしま

した諸議案の概要について、御説明申し上げます。  

４月１日から３日まで、第１０２回別府八湯温泉まつりが盛大に開

催されました。恒例の温泉無料開放や神輿の祭典などに加え、今年は

「べっぷフロマラソン」と題して４２湯を祭り期間中に完湯（完走）

することを目指すスタンプラリーや、歌やお芝居で祭りを盛り上げる

仁輪加隊の復活など、見るだけでなく誰でも参加し、体験できる新た

な楽しみ方が生まれ、多くの方で賑わいました。  

次に、山の手小学校・山の手幼稚園の開校・開園について御報告い

たします。  

少子化の影響を受け、児童数が減少し、一学年一学級の小規模校で

あった旧西小学校・旧西幼稚園及び旧青山小学校・旧青山幼稚園が新

たに山の手小学校・山の手幼稚園として生まれ変わり、４月１日に開

校・開園いたしました。  

この開校・開園により、標準規模の小学校と幼稚園が誕生し、子ど

もたちは、互いに仲良く学校生活を送っており、山の手小学校及び山

の 手 幼 稚 園 と し て の 新 し い 伝 統 を 作 る た め の 一 歩 を 踏 み 出 し た と こ

ろでございます。  

続きまして、上程されました各議案の主なものについて、その概要

を御説明申し上げます。  

はじめに、一般会計補正予算ですが、今回補正する額は３億３，９
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２０万円、補正後の予算額は、総額４８１億８，９００万円となりま

す。  

その主なものとして、総務費では、起業家の育成や創業を支援する

施 設 の 整 備 や 日 本 を 代 表 す る セ レ ク ト シ ョ ッ プ で あ る 株 式 会 社 ビ ー

ムスと連携し、新たな「ひと・もの・しごと」づくりを支援する４『Ｂ』

ｉ地域産業イノベーション推進事業・地域価値と稼ぐ力の復興計画に

要する経費などを計上しています。  

民生費では、今回の地震により生活の基盤である住宅に被害を受け

た方に対する住宅再建支援金や災害見舞金の支給のほか、放課後や週

末 に 児 童 が 安 心 し て 生 活 で き る 居 場 所 を 確 保 す る 放 課 後 児 童 ク ラ ブ

の増設や、三世代同居を支援する住宅改修に対する助成などの経費を

計上しています。  

教育費では、いじめ・不登校の解消などのため、社会福祉等の専門

的 な 知 識 や 技 能 を 持 つ ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー を 配 置 す る 経 費

や 来 年 ３ 月 に 閉 校 す る 別 府 商 業 高 等 学 校 の 閉 校 記 念 事 業 を 実 施 す る

ための経費のほか、実相寺古墳群を国指定史跡として指定を受けるた

めに、遺跡調査報告書を作成するための経費を計上しています。  

来年度、予定しています小学校及び幼稚園のエアコン整備が熊本地

震の影響で完成の遅れが懸念されるため、早期に準備に着手するため

の債務負担行為を計上しています。  

災害復旧費では、熊本地震により被災した農林業施設等を復旧させ

る事業費を計上しています。  

次に、特別会計では、競輪事業特別会計において、選手管理棟建替

えの経費を計上しています。今回の補正額は、５，８４０万円の増額

であり、補正後の特別会計予算の総額は４８０億２，３９０万円とな

ります。  

以上が今議会における予算関係議案の概要であります。  

次に、予算外の議案について、御説明申し上げます。  

 予算外の議案につきましては、「条例関係７件」、「 その他９件」の

計１６件を提出しています。  

 議第５０号「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部改正について」は、スクールソーシャルワーカーを非

常勤特別職として配置することに伴い、その報酬及び費用弁償を定め
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るため、条例を改正しようとするものです。  

 議第５１号「別府市税条例等の一部改正について」は、地方税法の

一部が改正され、市民税の法人税割の標準税率及び制限税率が引き下

げられたこと、軽自動車税に環境性能割及び種別割が定められたこと

等に伴い、条例を改正しようとするものです。  

 議第５２号「別府市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の

要件並びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改

正について」は、従うべき基準等を定める厚生労働省令の改正に伴い、

条例を改正しようとするものです。  

 議 第 ５ ３ 号 及 び 議 第 ５ ４ 号 に つ き ま し て も 厚 生 労 働 省 令 の 改 正 に

伴い、関係条例を改正しようとするものです。  

 議第５５号「別府市自転車競走実施条例の一部改正について」は、

災 害 等 の 不 測 の 事 態 が 生 じ た 際 に 別 府 競 輪 場 以 外 で も 競 輪 が 開 催 で

きるようにする等のため、条例を改正しようとするものです。  

 議第５６号「別府市消防団員等公務災害補償条例の一部改正につい

て」は、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部

が改正され、傷病補償年金又は休業補償と同一事由により障害厚生年

金等が併給される場合の調整率が改定されたことに伴い、条例を改正

しようとするものです。  

 議第５７号「動産の取得について」は、救助工作車を買い入れるこ

とについて、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものです。  

 議第５８号から議第６５号までの「市長専決処分について」は、地

方 自 治 法 第 １ ７ ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 市 長 に お い て 専 決 処 分 し

ましたので、同条第３項の規定により議会に報告し、その承認を求め

るものです。  

 議第５８号、議第５９号及び議第６０号は、地震に対する災害復旧

及び観光経済対策の補正予算について、専決処分したものです。  

 議第６１号は、平成２７年度別府市国民健康保険事業特別会計の決

算見込みに歳入不足が生じたことに伴い、地方自治法施行令第１６６
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条の２の規定により繰上充用を行うため、平成２８年度別府市国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号）を専決処分したものです。  

 議第６２号、議第６３号及び議第６４号は、地方税法等の一部を改

正 す る 等 の 法 律 及 び 地 方 税 法 施 行 令 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 政 令 が

平成２８年３月３１日に公布され、同年４月１日から施行されたこと

に伴い、別府市税条例等の一部を改正する条例、別府市都市計画税条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 及 び 別 府 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改

正する条例を専決処分したものです。  

 議第６５号は、中学校の保健体育の授業の際に起こった事故の慰謝

料等を求めて訴えられた裁判の判決に対し、市敗訴部分の取消し等を

求めて控訴することについて、専決処分したものです。  

 以上で、各議案の説明を終わります。  

何とぞ慎重審議の上、よろしくお願い申し上げます。  

 

 


